
令和７年度当初予算　復活見積調書（部長）　 都市計画部　

■一般会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

1 都市計画課 都市計画推進費
東海道沿道無電柱化
事業効果測定業務

　無電柱化事業の整備完了後に事
業効果の測定を行うことによる透
明性の確保および今後の整備方
針を検討するものです。

・８月：アンケート実施（回答期間１
か月）
・１１月：費用便益分析実施
・１月：次期区間整備判断
・２月：庁議・定例会報告

3,355 3,355 0 0 4,846 0 0 0 0 4,846 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

2 都市計画課 都市計画推進費
届出審査等業務（既
存会計年度任用職
員）

　届出審査として、地区計画の届
出及び問い合わせ対応の他、都市
計画法第５３条に基づく建築許可
申請や、国土法・公拡法に基づく
届出、建築基準法に基づく長期優
良住宅認定審査、草津市開発事業
の手引きに基づく工業地域におけ
る住居系開発の伺い書に関する
届出等の各種届出処理、及び問い
合わせ対応を担うほか、日常の電
話・窓口対応（用途地域、都市計画
施設等都市計画決定情報の確認
来訪）を担い、係全体の業務負担
を軽減することで、新たな地区計
画の策定や再開発事業、各種計画
の見直し等政策的業務を担当する
正規職員とすみ分けを行い、効率
的な執行体制で都市計画事業を
推進するものです。

・４月　任用 10,703 10,703 7,323 7,323 3,380 0 0 0 0 3,380 △ 386 0 0 0 0 △ 386

部長間調整により、
事業内容を確認し、
必要額を措置しまし
た。

3 都市計画課 都市計画推進費
屋外広告物管理業務
（会計年度任用職員
増員）

　事業量の増加による正規職員の
負担軽減および屋外広告物の許
可審査期間の縮減によるサービス
向上および未申請や違反広告物
の指導件数の増加による良好な
景観形成を推進するものです。

・４月　任用 14,477 14,477 11,277 11,277 3,200 0 0 0 0 3,200 0 0 0 0 0 0
部長間調整により、
措置しませんでし
た。

4
都市地域戦
略課

中心市街地活性
化推進費

草津駅周辺ウォーカ
ブル都市検討業務

　本市が目指す「健幸都市」づくり
に向けて、令和元年8月にウォー
カブル推進都市宣言を行い、
ウォーカブルなまちづくりに取り
組んでいるところです。令和6年
度　「草津駅周辺エリア未来ビジョ
ン」の策定において、更なるウォー
カブルなまちづくりを目指すこと
としたところであり、本事業によ
り、まちなかを通行する車両の見
える化を図り、公安や地域と連携
した社会実験などを通じて不要な
通過交通を排除することで、安全
で人中心のウォーカブルなまちづ
くりを進めることで、ウェルビーイ
ングな健幸都市を目指します。

4月：業務委託契約締結・計画準備
5月～9月：現況調査・人流データ
調査
9月～12月：課題整理・今後の方
向性の提案

9,900 9,900 0 0 9,889 0 0 0 0 9,889 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

5
都市地域戦
略課

中心市街地活性
化推進費

草津駅周辺広域誘導
施設検討業務

　本業務により、県南部地域（JR
草津駅沿線の各駅等）に必要な誘
導機能の状況を分析し、サウン
ディング調査を行うことにより、
結節点である草津駅に必要な広
域誘導機能の可視化を行う。
　このことにより、草津駅周辺が
未来ビジョンで目指す広域拠点と
しての役割・使命を果たすととも
に国が再生を図るべき拠点として
都市再生緊急整備地域の指定を
受ける可能性を高めます。

4月：業務委託契約締結・計画準備
5月～6月：誘導施設候補の抽出
7月～9月：サウンディング調査の
実施
10月～12月：誘導施設の選定・
報告書作成・打合せ協議

5,245 5,245 0 0 5,489 0 0 0 0 5,489 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。
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6
都市地域戦
略課

中心市街地活性
化推進費

くさつまちなかエリア
プラットフォーム運営
負担金

　くさつまちなかエリアプラット
フォームは、草津駅周辺エリア未
来ビジョンで掲げる将来像を実現
するため、多様な関係者が相互に
連携、協力して取組みを進めて行
く「共創」の舞台であり、これまで
の中心市街地活性化協議会の役
割を引き継ぐとともに、新しく、ま
ちに関わる全ての人に開かれた
機関として、「デザイン会議」を設
置し、多くのひとをつなぎ、プロ
ジェクトを実施する人を応援する
ものです。

・草津駅前賑わい創出プロジェク
ト…イルミネーション１１月～２月
・まちなか情報発信プロジェクト…
年2回（10月、3月）発行
・ガーデンストリートプロジェクト
…補植会年３回（6月、１１月、３月）
・東海道テナントミックスプロジェ
クト…講演会・研修1回
・エリアプラットフォーム運営費（総
会、全体会）・・・１回

1,000 1,000 0 0 1,000 0 0 0 0 1,000 1,000 0 0 0 0 1,000
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

7
都市地域戦
略課

中心市街地活性
化推進費

くさつまちなかエリア
プラットフォーム支援
業務

　本業務は、令和7年3月に策定す
る「草津駅周辺エリア未来ビジョ
ン」で掲げる将来像の実現に向
け、くさつまちなかエリアプラット
フォームが新たに設ける「デザイン
会議」おいて、多様な主体同士を
つなぎ、新規プロジェクトの発案
や社会実験の提案などを推進し、
民間投資の誘発及び地域におい
て主体者となりえる人材等の発
掘・意識醸成、自走化支援を行い、
官民が共創と挑戦を繰り返すこと
で、草津駅周辺エリアの価値を維
持・向上させ、新たな地域価値を
創造することを目指すものです。

・業務委託期間：令和7年4月1日
～令和8年3月31日
・デザイン会議開催：毎月２回を想
定（毎月第３木曜日、昼の部、夜の
部）

0 0 0 0 6,500 0 0 0 0 6,500 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

8
都市地域戦
略課

都市計画推進費
都市再生調整員（会
計年度任用職員）

草津駅前の市街地再開発事業、警
察署跡地活用を進めるにあたり必
須となる「都市再生緊急整備地
域」の指定に向けて、広域交通結
節点である草津駅に誘導すべき
広域誘導施設の検討と併せて、駅
前、商店街、本陣通りの交通体系
の再編や、それに向けた社会実験
の実施、加えて、草津学区の宮町
若竹線沿線で市が提案し、検討さ
れている沿道区画整理事業への
支援業務などが、来年度より新た
に増加する見込みであり、特に市
街地再開発や区画整理を始め、交
通の視点、公園活用などについて
専門的な検討を行うために、土木
職による人員を増員するもので
す。

令和７年４月　任用 3,341 3,341 0 0 3,808 0 0 0 0 3,808 3,808 0 0 0 0 3,808

部長間調整により、
事業内容を確認し、
必要額を措置しまし
た。

9
都市地域戦
略課

都市計画推進費
草津PA連携拠点整
備事業

　びわこ文化公園都市周辺エリア
については、名神高速道路等の広
域的な道路ネットワークに加え、医
療・福祉・学術・産業等が立地する
恵まれた環境を有しており、これ
らのポテンシャルの有効活用を図
り、当該エリアを「滋賀県の新たな
玄関口」として機能させ、当該エリ
アを含む滋賀県南部エリアの活性
化につなげるよう、「草津PAと連
携した滋賀県南部エリア活性化基
本構想」に基づき、「交通拠点の機
能強化に関する計画ガイドライン」
を参考にしながら、事業区域や施
設配置案を検討します。

R7-8:基本計画〈市〉
R7:社会実験高速バス&び文回遊
〈市〉
R7-8:整備計画〈国〉
R9:都市計画変更〈市〉
R9：道路アクションプログラム見
直し〈県〉
R10：事業化〈（県・）市〉

23,296 23,296 0 0 20,204 0 0 0 0 20,204 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。
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10 交通政策課 交通対策調整費
南草津駅東口シェル
ターリノベーション工
事・監理業務

　既存のバスシェルターを撤去し、
新たなバスシェルターを設置、拡
幅することにより、バス待ち環境
の改善を図るとともにバスシェル
ターによって駅前空間を活用した
ウォーカブルなまちづくりや賑わ
い創出を図ります。

・令和７年度
　シェルター工事、監理（第3工区）

294,400 14,800 148,400 7,500 64,920 32,400 0 29,200 0 3,320 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

11 交通政策課 交通対策調整費
民間送迎バス活用運
行補助金

　送迎バスを地域公共交通と連携
又は補完する「補助的交通」として
導入することで、医療施設や商業
施設など日常生活を支える施設
への移動手段を確保するととも
に、地域公共交通ネットワークの
充実による地域公共交通全体の
利便性向上を図ります。

令和７年４月　誠光会との協定締
結
令和７年５月～令和８年３月末　実
証運行
令和８年４月～　本格運行※
※実証運行結果により移行を判
断

1,502 1,502 0 0 1,502 0 0 0 0 1,502 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

12 交通政策課 交通対策調整費
笠縫東まちづくりセン
ターバス待ち環境改
善工事

　笠縫東まちづくりセンター等の
交通拠点を中心に上屋やベンチを
整備することでバス待ち環境の改
善や公共交通の利用促進を図り
ます。

・令和７年度
　バス待ち環境改善工事

2,376 2,376 0 0 2,376 0 0 0 0 2,376 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

13 開発調整課
開発行為等指導
費

会計年度任用職員雇
用費（開発調整業務）

　当課の業務の性質上、専門的な
知識を有する審査業務と事務的
な業務の質の差が明確であるた
め、事務的な業務を担う会計年度
任用職員を増員することで、正規
職員は新たに追加となった業務へ
集中することができるとともに、
効率的に勤務時間を活用すること
ができ、時間外の削減やワークラ
イフバランスの取れた働き方改革
に寄与するものと考えます。
　次年度に業務増となるものにつ
いては以下のとおりです。
①盛土規制法のみなし許可となる
ことによる審査業務量の増加
②市街化調整区域の地区計画制
度の推進に伴う相談業務量の増
③産業振興拠点型（地域未来投資
促進法）、生活拠点形成型の適用
条件の見直し
④50戸連たん制度による課題見
直しに伴う住居系の新制度の制定
⑤駐車場付置義務の改正
⑥開発業務デジタル化の検討

①令和7年4月より業務開始
②～⑥令和７年度中に方針決定、
制度制定

16,358 11,353 12,599 7,594 3,404 0 0 0 0 3,404 3,175 0 0 0 0 3,175

部長間調整により、
事業内容を確認し、
必要額を措置しまし
た。

14 公共建築課 設計監理費 会計年度任用職員

　公共施設の工事にかかる設計監
理支援を行うほか、機器台帳の整
理を行う人員を配置することで、
公共施設の適切な維持管理を行
います。

・任用期間　：　R7.4.1 ～
R8.3.31

3,543 3,543 0 0 3,543 0 0 0 0 3,543 3,543 0 0 0 0 3,543

部長間調整により、
事業内容を確認し、
必要額を措置しまし
た。

15
都市地域戦
略課

緑化推進費
まちなかガーデン
コーディネート委託業
務

これまでのガーデニング活動の課
題を踏まえ、活動時の技術指導や
技術講習、ボランテイアの方々と
の対話を通じた植込み計画の策
定、ボランティアでのイベント出展
など、ガーデニング活動の魅力を
高めることで、新規ボランティア
の獲得に努め、ガーデンシティの
実現を図ります。

≪ガーデンまちづくり運営会議の
開催　月１回≫
≪コーディネーター業務≫
　・植込み計画（案）の作成
　・調整会議（植込み計画やイベン
ト出展内容など）
　・イベント出展の取りまとめ
　・施設管理者との調整
　・技術指導・技術講習の開催
　・ガーデンまちづくり運営会議へ
の参加

500 500 0 0 500 0 0 0 0 500 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を
要するため、市長査
定としました。

部合計 389,996 105,391 179,599 33,694 134,561 32,400 0 29,200 0 72,961 11,140 0 0 0 0 11,140


